






















 Caries Detector を牛歯象牙質研削面に塗布後 10 秒間放置し、水洗・乾燥あるいはエ
アー乾燥のみを行った。なお、Caries Detector を使用しなかった試料をコントロール
とした。その後、接着面を規定し、各接着システム（Clearfil Protect Bond、Clearfil SE 
Bond、One-up Bond F、Single Bond）の指示書に従った接着操作を行った。さらに、
Caries Detector の成分である 1.0%アシッドレッド水溶液あるいはプロピレングリコー
ルを象牙質研削面に塗布し、エアー乾燥のみ行った試料も作製した。光照射後、テー
パーを付与したリングを固定し、Clearfil AP-X を一括填塞、60 秒間光照射を行った。
各グループ 10 個の試料を作製し、24 時間水中保管後、引張り接着強さを測定した。 
 データの統計学的検定は、各処理条件間あるいは各接着システム間の比較において、
one-way ANOVA を用い、Tukey-Kramer 検定にて多重比較を行った（p<0.05）。さらに、
各接着システムのコントロールとその他の処理条件の比較には、Dunnett 検定を用い
た（p<0.05）。 
２．象牙質側破断面の SEM 観察 
 引張り接着試験後、全ての象牙質側破断面を光学顕微鏡観察（×100）し、典型的
な試料を SEM 観察した（×30、×1,500）。 









１． Caries Detector を水洗・乾燥した場合、全ての接着システムの引張り接着強さ
は、コントロールと同等の値を示した。したがって、 Caries Detector の成分がわ
ずかに象牙質面に残存していても、歯面処理材およびボンディング材の象牙質に
対する浸透は阻害されず、良好な樹脂含浸層が形成されたことが推察された。 



















５． Single Bond は、全ての処理条件において、他の 3 種類の接着システムより有意






 以上の結果から、Caries Detector の成分であるプロピレングリコールが多量に残存
すると、象牙質に対する接着は阻害されることが明らかとなった。したがって、Caries 
Detector を使用する場合は、塗布後に十分な水洗・乾燥を行う必要があることが示唆
された。 
